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A班別三脚ザる不完全一対比較の影響  
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xij ＝（αi－αj）＋8ij  11）  

表1（a）のデータを線形模型で表すと式（2）に  

なる。  

且。館  員   

AHPは評価対象が多くなると一対比較の  

完全実施が困難になったり、評価が不安定に  

なると考えられる。そこで、著者は、一対比  

麓が不完全な場合のAH Pのデータについて、  

対数線形模型に基づいて対数最小二乗法で解  

析する方法を提窺した‖。   

本報では、一対比較が不完全で欠測が生ず  

る場合のAH Pにおける欠測の個数やその箇  

所の影轡について検討する。  

2。対数恐形横型に基づく播析   

以下、データxは対数変換後のものとする。  

（a）完全一対比較データの場合   

まず、通常のAH P、すなわち、完全な一  

対比較データで個人差を考慮しない場合の対  

敵線形横型に基づく解析方法を示す。これは  

代表的な統計的官能検査手法であるSche錯占の  

一対比麓法の「中屋の変法」で評価者が一人  

の場合になる2〉。主効果をα＝＝log（J、誤差を  

8として構造式（1）を仮定する。   

表1 一対比較データ（対数変換後）  

（a）完全一対比較データ  

1－1 0 0  

1 0 －1．0  

1 0 0 －1  

0 1－1 0  

0 1 0 －1   

0 0 1－1  

（Ⅹl   

α2   

α3   

α4  

これを式（3）のようにおく。  

Ⅹ＝A⑳」ト広  （3）  

ただし、Ⅹは観測ベクトル、Aは計画行列、  

⑳は未知母数、各は誤差項を表す。すると、  

未知母数⑳＝【αl，α2．α3。α4】Tの最小2乗  

解は、正規方程式ATA⑳＝ATxを∑α＝0  

と連立させて以下のように求まる。  

αl＝X卜／4  

α2 ＝X2・／4  

ぽ3 ＝X3・／4  

α4 ＝X4・／4  

（4）  

（b）不完全一対比較データ（x13が欠測）   

i＼j   1  2  3  4   計   

X14  X 卜   

X23  X2月  X2・   

X94  X3・   

4  ‾X14  ‾X2月  ‾X3月   Ⅹ4・   

i＼j   1  2  3  4   計   

X12   X13   Xt月  Xl・   

3  ーX13  ‾X23  Xさ4  X3・   

4  －Xld  －X24’－X34   

（d）不完全一対比較データ（x13．X24が欠測）  （c）不完全一対比較データ（x13．X14が欠測）  

i＼j   1  2  3  4   計   

X14  Xl・   

X2・   

X34  X3・   

4  ‾X14  X4・   

i＼j   1  2  3  4   計   

X12   

Ⅹ23   X24  X2・   

X34   X3・   

4   ‾X24  ‾X34   X4・  
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なお、誤差8ijは以下のようになる。  程式ATAO＝ATxを∑a＝0と連立させて  

以下のように求まる。  ■812＝X12－（α1－α2）  

813＝X13一（ql－α3）  

814＝Xld－（α1－α4）  

823＝X23－（α2一α3）  

82d＝X2d－（α2－αd）  

83り＝X34－（α3－（コ4）  

ql＝（4x12・十X2・）／4  

q2 ＝X2・／4  

α3 ＝（4x3・－4x12－X2・）／12  

α4 ＝（4x4・－4x12－X2・）／12  

（5）  （10）  

なお、誤差8ijは以下のようになる。  

（b）x13が欠測の場合   

不完全な一対比較データでx＝が欠測の場  

合、やはり構造式（1）を仮定して表1（b）のデ  

ータを線形模型で表すと式（8）になる。  

812＝0  

823＝X23－（α2－α3）  

824＝X24－（α2－α4）  

834＝X34－（α3－＿αd）   

（11）  

（d）x13．X24が欠測の場合   

不完全な一対比較データでx13．X24が欠測  

の場合、やはり構造式u）を仮定して表11射  

のデータを線形模型で表すと式（12）になる。  

1－1 0 0   

1 0 0 －1   

0 1－1 0  

0 1 0 －1   

0 0 1－1  

αl  

α2  

（Ⅰ3  

α4  
1－1 0 0   

1 0 0 －1   

0 1－1 0  

0 0 1－1  

¢l   

（コ2   

α3   

α4  

これをx＝A（）＋8とおくと、未知母数∂＝  

【ql．α2．α3，α4】Tの最′ト2乗解は、正規方  

程式ATA O＝ATxを∑a＝0と連立させて  

以下のように求まる。  これをⅩ＝A∂＋8とおくと、未知母数8＝  

t（】l，・ロ2．α3．α4】丁の最小2乗鮮は、正規方  

程式ATAO＝ATxを∑a＝0と連立させて  

以下のように求まる。  

ロl＝（3xトーX3・）／8  

¢2 ＝X2・／4  

α3 ＝（3x3t－Xl・）／8  

α4 ＝X4・／4  

（7）  

α1＝（3xl・一X3・）／8  

α2 ＝（3x2・－X4・）／8  

α3 ＝（3x3・一本卜）／8  

α4 ＝（3x4・－X2・）／8  

なお、誤差8ijは以下のようになる。  
（13）  

812＝X12－（αl－α2）  

814＝X14－（αl－αd）  

823＝X23－（α2－α3）  

82d＝X2d－（α2－αd）  

834＝X3d－（α3一αd）   

なお、誤差8ijは以下のようになる。  （8）  

812＝X12－（α1－α2）  

814＝X】4－（αl－α4）  

823＝X23－（α2－α3）  

83＝巨＝X34－（α3－α4）   

（14）  

（c）x13．X14が欠測の場合   

不完全な一対比較データでx13．X14が欠測  

の場合、やはり構造式（1）を仮定して表1（c）  

のデータを線形模型で表すと式（9）になる。  

3．結  吉   

以上、AH Pにおいて一対比較が不完全で  

欠測が生じた場合の影響を検討した。欠測の  

対が複数の場合には各行各列で欠測が重なら  

ない方が好ましいことが示唆される。  
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1－1 0 0   

0 1 0 －1   

0 1 0 －1   

0 0 1－1  

これをx＝A8＋8とおくと、未知母数8＝  

【αl．α2．α3，α4】Tの最小2乗解は、正規方  
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